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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第15期

第１四半期
連結累計期間

第16期
第１四半期
連結累計期間

第15期

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年６月30日

売上高 (千円) 1,524,176 593,885 5,608,338

経常損失（△） (千円) △238,010 △173,457 △1,747,288

四半期(当期)純損失（△） (千円) △259,293 △232,788 △6,190,216

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △259,315 △232,637 △6,189,038

純資産額 (千円) 44,700 △6,111,198 △5,885,021

総資産額 (千円) 9,283,878 3,226,421 3,428,001

１株当たり四半期(当期)
純損失金額（△）

(円) △3,975.79 △3,562.26 △94,915.76

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 0.5 － －

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第15期第１四半期連結累計期間及び第15期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、

１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

４．第16期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在する

ものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

５．自己資本比率については、第15期及び第16期第１四半期連結累計期間は債務超過であるため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

「継続企業の前提に関する事項」について

当社グループは、継続して営業損失を計上しており、当第１四半期連結累計期間においても、232百万円の

四半期純損失を計上した結果、当第１四半期連結会計期間末において6,111百万円の債務超過となっており

ます。当該状況により継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

　なお、当該状況を解消するための対応策については、３「財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状

況の分析」の(5) 継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況を解消するための対応策に

記載のとおりであります。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第１四半期におけるわが国経済は、東日本大震災による被害やその後の電力不足等による景気の停

滞から持ち直しの傾向が見られたものの、米国経済の回復の遅れや欧州の金融不安等による円高・株安

の進行などにより、景気の先行きは不透明な状況で推移いたしました。

物流・流通業界においては、国内貨物需要は回復の兆しがみられたものの、顧客企業における物流費削

減の動きに同業者間の競争が加わり、運賃値下げ圧力が強まる等、厳しい経営環境が続きました。

このような環境の中、当社グループは、コア事業である３ＰＬ事業を中心に積極的な営業活動を展開

し、新規顧客開拓を推進するとともに、継続的な構造改善とコスト削減に取り組んでまいりましたが、上

述のような極めて厳しい経営環境により、既存顧客の受注額が減少し、新規顧客開拓が鈍化いたしまし

た。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は593百万円（前年同期比61.0％減）、営業損失

は114百万円（前年同期は営業損失177百万円）、経常損失は173百万円（前年同期は経常損失238百万

円）、四半期純損失は232百万円（前年同期は四半期純損失259百万円）となりました。
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　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（３ＰＬ事業）

３ＰＬ事業においては、平成24年６月期においてフルフィルメントサービス事業を縮小したこと等に

より、売上高362百万円（前年同期比65.9％減）、セグメント損失20百万円（前年同期は92百万円のセグ

メント損失）となりました。

（ビジネスサポート事業）

ビジネスサポート事業においては、物流資材販売等を中心に積極的な新規顧客開拓を行いましたが、景

気低迷による企業の買い控えや前連結会計年度においてフルフィルメントサービス事業縮小したこと等

の影響を受けた結果、売上高34百万円（前年同期比86.6％減）、セグメント損失0百万円（前年同期は６

百万円のセグメント利益）となりました。

（リサイクル事業）

リサイクル事業においては、リサイクル処理量及びパレットの生産枚数が増加したことにより、売上高

201百万円（前年同期比10.4％減）セグメント利益14百万円（前年同期比12.1％増）となりました。

（金融事業）

金融事業においては、売上高11百万円（前年同期比33.4％減）、セグメント利益３百万円（前年同期比

43.6％減）となりました。

　

(2)財政状態の分析

（資産)

当第１四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末と比較し201百万円減少し3,226百万

円となりました。これは主として流動資産が72百万円、有形固定資産が57百万円、投資その他の資産が62

百万円減少したことによるものであります。

（負債)

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比較し24百万円増加し、9,337百万

円となりました。これは主として固定負債が29百万円減少した一方で、流動負債が54百万円増加したこと

によるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比較し226百万円減少し、△6,111

百万円となりました。これは主として四半期純損失を232百万円計上したことによるものであります。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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(5) 継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況を解消するための対応策

当社グループは、継続して営業損失を計上しており、当第１四半期連結累計期間においても、114百万円

の営業損失を計上しております。また、前連結会計年度から引き続き債務超過となっており、その金額は

当第１四半期連結会計期間末において6,111百万円となっております。さらに当第１四半期連結会計期間

末現在の金融機関からの借入金総額が7,255百万円であることから、今後金融機関の対応によっては、会

社の資金繰りは著しく悪化する可能性があります。これらの状況により、当社グループには継続企業の前

提に重要な疑義を生じさせる状況が存在しております。

当該状況を解消するための対応策として、当社グループの主力事業である３ＰＬ事業を中心としてよ

り一層の営業体制の強化に注力し、受注拡大及び収益力の改善を図り、さらにコスト削減として固定費を

圧縮すべく、管理部門の経費削減並びに各事業部の人員配置の見直しを行うことで営業利益の獲得に努

めてまいります。

また、増資を含めた資本政策等を検討し、できる限り早期に債務超過を解消し、経営基盤の安定化を図

る所存であります。

しかしながら、施策実行には不確実な要素があり、債務超過の解消について不透明であるため、現時点

において継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 261,992

計 261,992

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年11月14日)

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 68,498 68,498
大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株制度を採用
しておりません。

計 68,498 68,498 ― ―

(注)　提出日現在発行株式数は平成24年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株数は含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

当第１四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。
　

決議年月日 平成24年９月25日

新株予約権の数(個) 43(注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株） 129,000(注)１

新株予約権の行使時の払込金額(円) 1,560(注)２

新株予約権の行使期間 平成24年９月27日～平成26年９月26日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

　　　　発行価格    1,573.8
　　　　資本組入額  　786.9

新株予約権の行使の条件 ―

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するときは、当社取締役会の決議

による承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １．新株予約権1個の行使により当社が当社普通株式を新たに発行し又はこれに代えて当社の保有する当社普通

株式を処分する数（以下「交付株式数」という。）は3,000株とする。

２．新株予約権の割当日後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整によ

り生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率
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また、新株予約権の割当日後に時価を下回る価額で新株式の発行または自己株式の処分を行う場合は、次の算

式により払込金額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

 
調整後払込金額

 
＝
 
調整前払込金額

 
×
既発行株式数 ＋

新株発行(処分)株式数×１株当たり払込金額

１株当たり時価

既発行株式数＋新株発行(処分)株式数

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年７月１日～
平成24年９月30日

3,000 68,498 2,3602,779,7262,3602,903,089

(注)  新株予約権の行使による増加であります。

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― 　 ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式     280 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式  68,218 68,218 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 68,498 ― ―

総株主の議決権 ― 68,218 ―

(注) １.　「完全議決権株式(自己株式等)」欄の普通株式は、全て当社保有の自己株式であります。

２.　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が１株(議決権１個)含まれて

おります。

３.  当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成24年６月30日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。
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② 【自己株式等】

　 　 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ワールド・ロジ株式会社
大阪市北区中之島三丁目
３番23号中之島ダイビル
26階

280 ― 280 0.4

計 ― 280 ― 280 0.4

(注)　当社は、平成24年10月1日より本店所在地を大阪市住之江区南港南一丁目１番198号に移転しております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年７月１日から平成24年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、北摂監査法人による四半期レビューを受けております。

　　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　　第15期連結会計年度　アスカ監査法人

　　第16期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　北摂監査法人　
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 292,823 262,593

受取手形及び売掛金 294,975 245,145

商品及び製品 3,719 3,724

原材料及び貯蔵品 4,846 3,881

その他 60,990 66,237

貸倒引当金 △7,878 △4,771

流動資産合計 649,476 576,810

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 796,165 765,664

減価償却累計額 △272,939 △267,582

建物及び構築物（純額） 523,225 498,082

機械装置及び運搬具 617,719 626,143

減価償却累計額 △261,627 △279,801

機械装置及び運搬具（純額） 356,091 346,342

土地 327,078 327,078

リース資産 1,126,298 1,101,810

減価償却累計額 △513,665 △510,659

リース資産（純額） 612,633 591,151

その他 57,814 55,414

減価償却累計額 △51,476 △50,150

その他（純額） 6,338 5,263

有形固定資産合計 1,825,367 1,767,918

無形固定資産

のれん 595,959 583,505

その他 17,800 15,107

無形固定資産合計 613,759 598,613

投資その他の資産

長期貸付金 851,444 679,303

その他 280,285 224,026

貸倒引当金 △792,563 △626,330

投資その他の資産合計 339,166 277,000

固定資産合計 2,778,294 2,643,532

繰延資産 230 6,078

資産合計 3,428,001 3,226,421
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 478,988 445,814

短期借入金 6,793,724 6,793,724

未払金 291,179 327,279

預り金 405,595 397,144

賞与引当金 1,910 390

その他 288,934 350,539

流動負債合計 8,260,333 8,314,894

固定負債

長期借入金 461,975 461,975

リース債務 552,420 532,153

その他 38,294 28,597

固定負債合計 1,052,690 1,022,725

負債合計 9,313,023 9,337,619

純資産の部

株主資本

資本金 2,777,365 2,779,726

資本剰余金 2,900,728 2,903,089

利益剰余金 △11,535,207 △11,767,995

自己株式 △28,071 △28,071

株主資本合計 △5,885,185 △6,113,252

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △151 －

その他の包括利益累計額合計 △151 －

新株予約権 314 2,053

純資産合計 △5,885,021 △6,111,198

負債純資産合計 3,428,001 3,226,421
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年７月１日
　至 平成23年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年７月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 1,524,176 593,885

売上原価 1,461,773 513,882

売上総利益 62,403 80,002

販売費及び一般管理費 240,251 194,476

営業損失（△） △177,848 △114,473

営業外収益

受取利息 2,217 188

受取賃貸料 2,857 2,857

貸倒引当金戻入額 － 1,302

その他 1,465 909

営業外収益合計 6,539 5,258

営業外費用

支払利息 49,846 48,136

貸倒引当金繰入額 7,409 －

その他 9,446 16,106

営業外費用合計 66,701 64,242

経常損失（△） △238,010 △173,457

特別利益

投資有価証券売却益 － 561

その他 － 10

特別利益合計 － 572

特別損失

本社移転費用 － 27,146

固定資産除却損 － 16,881

契約解除損失 14,146 －

その他 5,508 14,437

特別損失合計 19,655 58,464

税金等調整前四半期純損失（△） △257,665 △231,349

法人税等 1,627 1,438

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △259,293 △232,788

四半期純損失（△） △259,293 △232,788
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年７月１日
　至 平成23年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年７月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △259,293 △232,788

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △22 151

その他の包括利益合計 △22 151

四半期包括利益 △259,315 △232,637

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △259,315 △232,637

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【継続企業の前提に関する事項】

当社グループは、継続して営業損失を計上しており、114,473千円の営業損失を計上しております。ま

た、前連結会計年度から引き続き債務超過となっており、その金額は当第１四半期連結会計期間末におい

て6,111,198千円となっております。さらに、当第１四半期連結会計期間末現在の金融機関からの借入金

総額が7,255,699千円であることから、今後金融機関の対応によっては、会社の資金繰りは著しく悪化す

る可能性があります。これらの状況により、会社グループには継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる

ような状況が存在しております。

当該状況を解消するための対応策として、当社グループの主力事業である３ＰＬ事業を中心としてよ

り一層の営業体制の強化に注力し、受注拡大及び収益力の改善を図り、さらにコスト削減として固定費を

圧縮すべく、管理部門の経費削減並びに各事業部の人員配置の見直しを行うことで営業利益の獲得に努

めてまいります。

また、増資を含めた資本政策等を検討し、できる限り早期に債務超過を解消し、経営基盤の安定化を図

る所存であります。

しかしながら、施策実行には不確実な要素があり、債務超過の解消について不透明であるため、現時点

において継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な不確実性の影

響を四半期連結財務諸表には反映しておりません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より取得した有形固定資

産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 この変更による影響

は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

(税金費用の計算)

税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に

当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日)

減価償却費 　97,436　千円 53,098　千円

のれんの償却額 21,383　〃 12,453　〃
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(株主資本等関係)

　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年７月１日　至　平成23年９月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。
　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成24年９月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。
　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年７月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 （単位：千円）

　
報告セグメント

合計
３ＰＬ

ビジネス
サポート

リサイクル 金融

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,062,316255,807 197,691 8,362 1,524,176

  セグメント間の内部売上
　高又は振替高

585 25 27,121 8,439 36,171

計 1,062,901255,832 224,812 16,801 1,560,347

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

△92,163 6,560 13,331 5,784 △66,486

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △66,486

セグメント間取引消去 △5,455

全社費用(注) △105,906

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △177,848

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自　平成24年７月１日　至　平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 （単位：千円）

　
報告セグメント

合計
３ＰＬ

ビジネス
サポート

リサイクル 金融

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 357,177 34,312 201,269 1,126 593,885

  セグメント間の内部売上
　高又は振替高

5,161 － － 10,068 15,230

計 362,338 34,312 201,269 11,195 609,115

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

△20,544 △595 14,945 3,259 △2,935

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △2,935

セグメント間取引消去 695

全社費用(注) △112,232

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △114,473

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、

当第１四半期連結会計期間より、平成24年7月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人

税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に基

づく方法に変更しております。

なお、この変更による当第１四半期連結累計期間のセグメント利益又は損失に与える影響は軽微でありま

す。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額（△） △3,975円79銭 △3,562円26銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純損失金額(千円) △259,293 △ 232,788

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失金額(千円) △259,293 △ 232,788

普通株式の期中平均株式数(株) 65,218 65,348

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注) １. 前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失

であり、また、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２. 当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するもの

の１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。
　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成24年11月14日
ワールド・ロジ株式会社
取締役会  御中

　
　

北　摂　監 査 法 人

　

指定社員
業務執行社員 　 公認会計士　　田　　中　　隆　　之　　㊞

　
指定社員
業務執行社員 　 公認会計士　　松　　岡　　繁　　郎　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているワー
ルド・ロジ株式会社の平成24年７月１日から平成25年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期
間（平成24年７月１日から平成24年９月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年７月１日から平
成24年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ワールド・ロジ株式会社及び連結子会社の平
成24年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
強調事項
「継続企業の前提に関する事項」に記載されているとおり、会社は継続して営業損失を計上しており、当第
１四半期連結累計期間においても114,473千円の営業損失を計上している。また、前連結会計年度から引き続
き債務超過となっており、その金額は当第１四半期連結会計期間末において6,111,198千円となっている。さ
らに、当第１四半期連結会計期間末現在の金融機関からの借入金総額が7,255,699千円であることから、今後
金融機関の対応によっては、会社の資金繰りは著しく悪化する可能性がある。これらの状況により、会社グ
ループには継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており、現時点では継続企業の前
提に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理
由については当該注記に記載されている。四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、この
ような重要な不確実性の影響は四半期連結財務諸表に反映されていない。
  当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。
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その他の事項
会社の平成24年６月30日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結
累計期間に係る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって
四半期レビュー及び監査が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成23年11月14
日付けで無限定の結論を表明しており、また、当該連結財務諸表に対して平成24年９月27日付けで無限定適正
意見を表明している。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報
告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

ワールド・ロジ株式会社(E04368)

四半期報告書

20/20


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	継続企業の前提に関する事項
	連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更
	会計方針の変更等
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

